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次第

一. 開会

一.第2回歩道（環境施設帯）整備に関する検討会

一.本年度工事について

一. 閉会



第2回歩道（環境施設帯）整備に関する検討会

1. 第2回アンケート調査結果の報告

2. 環境施設帯整備計画（案）についての説明

3. 緑地タイプの幅員構成について

4. ブロックごとの検討・意見交換
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最終案のご報告

第1回アンケート調査
環境施設帯の形式
植樹帯に植える樹木の種類
車乗入れの設置希望箇所

説明会（事業概要）1月 事業概要、検討の進め方などの説明

第1回検討会2月 素案を基に環境施設帯形式の検討・確認

第2回検討会（今回）9月 整備計画案を基に幅員構成等の検討・確認

報告会

第2回アンケート調査 植樹帯の配置や樹種の選定
遮音壁の形式

沿道住民の方々 周辺住民の方々

環境施設帯整備計画
（素案）策定 アンケート結果を基に、都が素案を作成

環境施設帯整備計画
（最終案）策定 検討会の結果を基に、都が最終案を作成

東京都

環境施設帯整備計画
（案）策定

●沿道に土地をお持ちの方々にアンケートを実施（6月）
検討会の結果を基に、都が案を作成

※必要に応じて第3回アンケート・第3回検討会を実施

１２月頃

全体の進め方
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1. 第2回アンケート調査結果の報告
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アンケート調査及び検討会のブロック割

西原町四丁目

府中第十中学校

国立第七小学校

府中第七小学校

国立３・３・２

府中
３・

２・
２の

２

至 八王子

国
立
３
・
５
・
９

府
中
３
･４
･５

　延長約1.3ｋｍ 計画幅員　 　36～41ｍ

至
三鷹

車 道 部

環境施設帯･歩道等

凡 例

Dブロック Cブロック Bブロック Aブロック

起点終点

十中通り

終点

対象範囲
七小通り

西原町公園

対象範囲
西原町公園

十中通り

対象範囲
起点

七小通り

対象範囲
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質問① 遮音壁の形式
透過タイプの事例 不透過タイプの事例

透過タイプ 特徴

長所 透光性を兼ね備え、圧迫感が
少ない。

短所 雨等による汚れが目立ちやすい。

不透過タイプ 特徴

長所 雨等によっても外観はあまり変化
しない。

短所 日照の影響や、圧迫感が生じる
※ タイプの違いによる防音性の差異はありません。

※この事例写真の遮音壁の高さは、約2メートルです。 ※この事例写真の遮音壁の高さは、約2メートルです。
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遮音壁の形式に関する調査結果

西原町四丁目

府中第十中学校

国立第七小学校

府中第七小学校

国立３・３・２

府中
３・

２・
２の

２

至 八王子

国
立
３
・
５
・
９

府
中
３
･４
･５

　延長約1.3ｋｍ 計画幅員　 　36～41ｍ

至
三鷹

車 道 部

環境施設帯･歩道等

凡 例

起点終点

AブロックBブロックCブロックDブロック区間全体

「透過タイプ」の希望が多い
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目隠し板の設置（JR南武線との立体交差部）

歩道 歩道車道
8 9m

車道

40 41m

東側側道 西側側道
24m

8m

歩道 本線車道 本線車道 歩道目隠し板 目隠し板

目隠し板の設置位置
DブロックのJR南武線との立体交差部には高さ２ｍの半透過の遮音効果のある
目隠し板を設置する計画です。

9

（参考）目隠し板の設置イメージ
写真 国分寺陸橋（国分寺3・2・8）

目隠し板（高さ2m）



質問② 具体的な樹木の種類
高木の種類

10

種類 樹木の写真 特 徴

クスノキ

クスノキ科の常緑の高木である。
耐煙性に優れ、病虫害に強いため、公園や街路
樹で多く利用されている。
5月 6月にかけて白く小さな花が咲く。
東八道路との連続性を確保できる。

シラカシ

ブナ科の常緑の高木である。
落葉が少なく、病虫害に強いため、公園や街路
樹で多く利用されている。
4月 5月に小さな花が咲き、10月に木の実を
つける（ドングリ）。
東八道路とは異なる樹種であり、本道路のオリジ
ナリティを演出できる。

ヤマモモ

ヤマモモ科の常緑の高木である。
耐風性や耐久性に優れ、公園や街路樹で多く
利用されている。
3月 4月に赤色の花が咲き、6月に黒赤色の
果実をつける。
東八道路とは異なる樹種であり、本道路のオリジ
ナリティを演出できる。
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具体的な樹木の種類に関する調査結果＜高木＞

西原町四丁目

府中第十中学校

国立第七小学校

府中第七小学校

国立３・３・２

府中
３・

２・
２の

２

至 八王子

国
立
３
・
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・
９

府
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３
･４
･５

　延長約1.3ｋｍ 計画幅員　 　36～41ｍ

至
三鷹

車 道 部

環境施設帯･歩道等

凡 例

起点終点

AブロックBブロックCブロックDブロック区間全体

「クスノキ」の希望が多い



質問② 具体的な樹木の種類
中木の種類
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種類 樹木の写真 特 徴

サザンカ

ツバキ科の常緑の中木である。
日影や排ガスに強く、街路樹や生垣に多く
利用されている。
11月 12月にかけて赤色の花が咲く。

モッコク

モッコク科の常緑の中木である。
日影や排ガスに強く、庭木や庭園等に多く
利用されている。
生長がやや遅いため手入れは少ない。

キンモクセイ

キンモクセイ科の常緑の中木である。
9月~10月にかけて強い香りをもつ橙色の
小さな花が咲く。
季節感を感じることができるが、落花を生じ
る。
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具体的な樹木の種類に関する調査結果＜中木＞
西原町四丁目

府中第十中学校

国立第七小学校

府中第七小学校

国立３・３・２

府中
３・

２・
２の

２

至 八王子

国
立
３
・
５
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３
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･５

　延長約1.3ｋｍ 計画幅員　 　36～41ｍ

至
三鷹

車 道 部

環境施設帯･歩道等

凡 例

起点終点

AブロックBブロックCブロックDブロック区間全体

「キンモクセイ」の希望が多い



質問② 具体的な樹木の種類
低木の色彩

種類 樹木の写真 特 徴

ツツジ類
（白）

常緑の低木で、4~5月頃に開花する。

病害虫に強く、街路樹や公園などに多く
利用されている。

ツツジ類
（赤紫）

ツツジ類
（色混合）
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具体的な樹木の種類に関する調査結果＜低木＞
西原町四丁目

府中第十中学校

国立第七小学校

府中第七小学校

国立３・３・２

府中
３・

２・
２の

２

至 八王子

国
立
３
・
５
・
９

府
中
３
･４
･５

　延長約1.3ｋｍ 計画幅員　 　36～41ｍ

至
三鷹

車 道 部

環境施設帯･歩道等

凡 例

起点終点

AブロックBブロックCブロックDブロック区間全体

「混合」の希望が多い



16

アンケートで頂いた自由意見

横断歩道、信号機、交通安全対策等に関するご意見

植樹帯に関するご意見

環境施設帯整備計画(素案)に関するご意見

情報公開に関するご意見
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アンケートで頂いた自由意見

西原町公園付近に横断歩道および信号機を設置してほしい。
できるだけ植栽を設けてほしい。
環境施設帯整備計画（素案）に目印となるものがないため、
わかりづらい。

などといった、多数のご意見を頂きました。
これらの意見を考慮し、今回の環境施設帯整備計画（案）を作成いた
しました。

頂いた自由意見の一例
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2. 環境施設帯整備計画(案)についての説明
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環境施設帯整備計画(案)についての説明

西原町公園付近への横断歩道の追加

車乗り入れ施設位置の追加・変更

副道タイプの追加

植樹帯の追加

整備計画（素案）からの変更点
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整備計画（素案）からの変更点
Aブロック

副道の追加
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整備計画（素案）からの変更点
Bブロック

副道の追加

副道の延長

副道の延長

副道の延長

横断歩道の追加
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整備計画（素案）からの変更点
Cブロック

副道の追加
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整備計画（素案）からの変更点
Dブロック

植樹帯の追加植樹帯の追加

植樹ますの追加
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3.緑地タイプの幅員構成
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緑地タイプの幅員構成

歩道、自動車走行空間を必要最小幅とし、
可能な限り広い植樹帯を確保

植樹帯を可能な限り広くとったタイプ案-① 駐車対策を考慮したタイプ案-②
違法駐車され難いよう、植樹帯幅を縮小
するとともに、通行しやすい空間を確保



植 樹 帯
５ ｍ

自 転 車
走行空間
２ ｍ

植 樹 帯
1 ｍ

歩 道
２ ｍ
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緑地タイプの幅員構成について
植樹帯を可能な限り広くとったタイプ案-①

歩 道
３ ｍ

植 樹 帯
1.5 ｍ

自 転 車
走行空間
2.5 ｍ

植 樹 帯
３ ｍ
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緑地タイプの幅員構成について
駐車対策を考慮したタイプ
歩道と自転車走行空間を広げ、通行しやすい空間を確保したタイプ案-②



28

参考【副道タイプの幅員構成】

副道を設置する区間につきましては、歩道・自転車走行空間を視覚分離形式とし
ています。

副道タイプの幅員構成

歩 道
２ ｍ

自 転 車
走行空間
２.5ｍ

副 道
4.5 ｍ

施設帯
１ ｍ
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参考 【副道タイプのイメージ図】

※遮音壁のイメージをわかりやすくしています。
※実際には遮音壁周辺にも低木を植樹する予定です。
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４．ブロックごとの検討・意見交換

①緑地タイプの幅員構成についての検討

検討時間：約15分
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本日の主な検討項目

②環境施設帯整備計画（案）についての検討

検討時間：約30分
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検討の進め方

1. 緑地タイプの幅員構成について『案①』と『案②』どちらがよいか
ご意見等をお近くに置いてある赤い付箋にご記入ください。

2. 検討状況報告

検討項目①＜緑地タイプの幅員構成について＞

1. 環境施設帯整備計画（案）について
ご意見等をお近くに置いてある水色の付箋にご記入ください。

2. 検討状況報告

※疑問点がある場合には、順番に対応いたします。

検討項目②＜環境施設帯整備計画（案）について＞

付箋の書き方(例)
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A-×× お名前

違法駐車の可能性があるため、案-②の幅員構成を
希望します。

A-△△ お名前

住宅が密集している地域なので○○の部分を副道に
することは可能でしょうか。

検討項目①＜緑地タイプの幅員構成について＞

検討項目②＜環境施設帯整備計画（案）について＞



検討会にあたってのお願い
皆様には，より良い検討会とするため，以下についてご理解のうえ参加をお願いします．

円滑な進行にご協力をお願いします。ルール3

検討会の参加者にネームプレートを着用をお願いします。ルール1

検討会の途中から参加する方も受容しましょう。ルール2

他の参加者の意見の批判はやめましょう。ルール4

目標に向かい合意形成を図りましょう。ルール5

34
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今後の進め方

今回の検討会の内容をふまえ、
計画の完成後に開催時期を決定

第2回検討会9月

報告会

沿道住民の方々 周辺住民の方々

環境施設帯整備計画
（最終案）策定

東京都

本日の検討会

12月
頃

※必要に応じて第3回アンケート・第3回検討会を実施

検討会の結果を基に、都が最終案を
作成

環境施設帯整備計画
（案）策定

検討会の結果およびアンケート結果
を基に、都が案を作成
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本年度工事について

全体工事の概要
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立体交差部 一般部

一般部の断面図
立体交差部の断面図

JR南武線

府中十中

至

新
宿

至

八
王
子



一般部の工事概要

38

工事用搬入路

一般部の断面図

JR南武線

府中十中

至

新
宿

至

八
王
子

○今年度は工事用搬入路の工事を行います。
○来年度以降、用地取得状況に応じて各種工事を進めていきます。

主な工事内容 H29年度

工事用搬入路
排水管

電線共同溝
道路本体の築造
車道舗装
歩道
環境施設帯

各種ライフライン
（ガス・水道等）

H30年度 

一般部の工事概要（仮囲いの設置）
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立体交差部の工事概要
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立体交差部の断面図

立体交差部の側面図

○ 跨線橋整備のうち、今年度は下部（橋台）を施工します。
○ 線路上で行う工事は、JR東日本に施工を委託します。

JR南武線

主な工事内容

擁壁・橋梁下部の一部
側道部ライフライン
電線共同溝
側道・本線の道路築造
舗装

（JR施工）
橋梁下部
線路内工事 ・けた架設

H29年度 H30年度 H31年度 
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お問合せ先
本日のご説明内容などを含め、本道路事業についてご不明な点がございましたら、
下記までお問い合わせください。

東京都建設局
北多摩南部建設事務所
工事第一課
TEL：042-330-1838
（担当：橋本・飯田）

〒183-0006
東京都府中市緑町1-27-1
北多摩南部建設事務所 3階


